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ああ、どうしよう。
自分たちの力ではどうにもならない、説明できないような嫌なことが起きた

とき。大人だって昔の人だって、不安だし怖いと思ってきました。だからこそ
人々が唱えてきたおまじないが伝わっています。おまじないの力は、現状を変
えてくれるわけではないけれど、私たちに寄り添い、勇気づけてくれて、心の
助けになることがあります。唱えようとするときには『いま自分は怖いんだな』
と気付くことができます。自分の心と向き合い、自分をいたわってあげてくだ
さいね。巻末にはおまじないの意味や由来も収められています。

図書館で借りる
ことができます。

つるかめ つるかめおすすめ福祉の本

一宮南高等学校学校の福祉活動紹介

愛知県立一宮南高等学校では総合的な探究の時間を活かし、生徒が主体的に取り組む探究学習を
行っています。また、ボランティア部があり、さまざまな活動をしています。今回は探究学習とボラ
ンティア部について紹介します。

■総合的な探究の時間とは

■ ボランティア部活動紹介

探究学習とは、身近な疑問や社会の課題を見つけ、その解決に向けて自分なり
の答えを追究していく学習活動です。なお、この探究学習の愛称を“Bridge”（ブ
リッジ）と名づけ「生徒の学びが、教科との架け橋、地域社会、そして、未来の
架け橋となるような学びの機会を創出したいという願い」を込めています。
探究の時間では、学年が進むごとに自分なりの課題をより深く追究できるよ

う、3年間を通して段階的に学びを積み重ねられる構成になっています。

まずは自分の好きなことや得意なこと、興味のあることを
知り、それを活かせる仕事や働き方を見つけていきます。

■ 各学年の学びの内容

■ 探究テーマ紹介

1年生：自己理解

自分で設定した「問い」をもとに、協力企業へインタビューを行います。
実際に働く方々からお話をうかがい、その学びをもとに一人ひとりが課題解決のためのアイデアを

検討していきます。2年生のまとめとしてクラス報告会を実施し、そこで選ばれた生徒は、さらなる
発表の場である 「SDGs探究成果発表会」にて、自分の考えた内容をプレゼンし、学びを深めていき
ます。なお、3年生では外部のコンテストに応募することを通して、自分の考えた内容をさらにブ
ラッシュアップしていきます。

ボランティア部では、月に1度千秋児童館で活動をしています。
毎月の内容は部員同士でアイデアを出し合って決めており、マ

ジックやクイズ、ぬいぐるみ渡しリレーなどたくさんのネタを準
備しています。 “楽しんでもらいたい“という気持ちで活動してい
るので、児童の皆さんからの「ありがとう」や、名前で呼んでも
らえることがとても嬉しく、毎回やりがいを感じながら交流して
います。

2年生：テーマ探究 × 企業インタビュー

今回は、「2024年度SDGs探究成果発表会」で発表された方の中から、日比野 苺花さん（現在
3年生）の「おじいちゃんに散歩に行ってもらいたい」の内容の一部をご紹介します。

このテーマを選んだ理由は、おじいちゃんが以前のように散歩へ行かなくなってしまったこと
がきっかけです。そこで、おじいちゃんに歩いてもらうために、孫が散歩に誘ったり、病院のス
タッフの方に散歩を勧めてもらったりするなど、いくつかの実験をしました。しかし、どれも大
きな効果は見られませんでした。
ところが、おじいちゃんは「話の合う友人」と一緒にいると、自然と散歩に出かけることが分

かりました。そこで私は、高齢者がお散歩仲間を見つけられるマッチングアプリを作るというア
イデアにたどり着きました。
探究活動を通して、こういったアプリが開発され、多くの高齢者の方が無理なく外に出るきっ

かけを得て、健康に過ごす時間が増えればいいなと感じました。

ボランティア紹介リレー
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　代表の三好さんにお話をうかがいました。

「子どもの多様な学びを考える会＠いちのみや」とは？
現代の学校現場には、集団生活で目立ってしまう子、文字を使って学ぶことが苦手な子、敏感すぎて教

室で過ごすことがしんどい子…他にも様々な子どもたちがいます。実は私の子どもたちもこんなタイプで、
「学校に行きたくない」と言うようになった我が子の対応に困った時期がありました。その後、学校現場
で働き始めたのですが、子どもたちから「人にはそれぞれ、自分に合った学び方や学びの場がある」と気
づかされたほか、大人が「ふつう」を見直さないと、学校がしんどくなってしまう子どもたちが増え続け
るのではないかと考えるようにもなりました。そこで、これまでの経験を活かし、地域の方々に「子ども
の多様な学び」について知ってもらったり、一緒に考えたりする機会を作りたくて会をはじめました。

活動内容・やりがいは？
まずは、市内の不登校サポート団体の情報を集めた「いちの

みや多様な居場所まとめ」の作成です。私自身、困っていた頃
に欲しかったのが「地域のサポート資源や仲間に会える場所の
情報」だったからです。保護者や団体から「すごく助かる」と
いうお声をいただくと、始めて良かったと思えます。
次に、読み書き困難に向けた「ICTサポート体験会」の開催

です。「こんな方法があるなんて知らなかった」と言ってもら
えたのが嬉しかったです。他には「発達凸凹学習会」として、
インクルーシブ教育や不登校などについて学べる機会を設けて
います。

最後にひとこと！
最終的なゴールは、一宮市が、多様な人が安心して共に生きられる「共生

のまち」になることです。地域には同じ思いで活動する団体がたくさんあり
ます。イベントに足を運んでみたり、困っている人に「こんな場所あるよ」
と伝えたり̶̶その小さな行動が、共生社会をつくる大事な一歩になります。
興味のある方、悩んでいる方は、どうぞ気軽に声をかけてください。みんな
で支え合える一宮市を一緒につくっていきましょう。

「子どもの多様な学びを考える会＠いちのみや」さんInstagramリンク⇒
https://www.instagram.com/tayounamanabi.138/
※最新情報はリンクからInstagramをご確認ください。

「いちのみや多様な居場所まとめ」Instagramリンク⇒
https://www.instagram.com/tayounaibasyo.138/

ぬいぐるみ渡しリレーの様子
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